
















































本稿は、 lwataand Yamaga (2007)を加筆






































































































Protection Law and Asymmetric 




































(0.521) 2.566辛料 (0.703) 
(0.148) -0.378 * (0.198) 
(0.117) 0.010 (0.158) 
(0.015) 0.047キ* (0.020) 
(0.000) 0.000 (0.000) 
(0.014) 0.085 *ホ (0.019) 
(0.093) 0.094 (0.125) 
第3節のデータを用いて、住宅に対
する投資モデルを推定する。まず、
Harding， Miceli and Sirmans (2000) 
に基づいて、次のような住宅のメンテ
ナンスに対する支出関数を推定する。
その他の構造 0.064 (0.093) -0.169 (0.125) 
世帯主年齢 。∞3 (0.002) 0.005ホ (0.003) 
世帯人数 -0.034材申 (0.013) 0.033平 (0.018) 
世帯所得 0.031 ** (0.006) 0.029本帥 (0.008) 
入居年度 -0.066帥牢 (0.011) 0.081吋キ (0.015) 
東京都区部 0.006 (0.164) -0.016 (0.219) 




Adj.R'fPseudo R' 0.07 0.04 





































R;* = Wjγ+Uj 






































定数項 2.616 *** (0.159) 
転居ダミー 1.305 *** (仏279)
建築年度 0.052 ** (0.011) 
敷地面積 0.000 * (0.000) 
部屋数 0.084 *** (0.010) 
SRC構造 0.002 (0.085) 
その他の構造 0.063 (0.092) 
世帯主年齢 0.003 (0.002) 
世帯人数 0.038 *** (0.013) 
世帯所得 0.032 *** (0.006) 
入居年度 ~0.061 *キ* (0.011) 
東京都区部 0.009 (0.141) 
大都市 0.054 (0.066) 
転居ダミー
定数項 3.751 *** (1.417) 
住宅価格 0.010 (0.247) 
住宅の評価 0.351業*場 (0.088) 
近隣環境の評価 0.210 * (0.083) 
所得 0.046 *キ (0.022) 
世帯人数 0.121材 (0.051) 
世帯主年齢 ~0.008 (0.007) 
入居年度 0.123 *** (0.035) 
東京都区部 0.425 (0.388) 
大都市 0.517 *** (0.170) 
P 0.53 
8 0.99 

















にリフォームを行なった世帯を対象にリフォー | 増築 16.ω% 











































定数項 0.645学卒* (0.211) 
転居ダミー 1.828 *. (0.835) 
建築年度 。目。 (0.000) 
敷地面積 一0.038帥ネ (0.013) 
部屋数 0.319 *** (0.121) 
SRC構造 0.294 * (0.132) 
その他の構造 0.006 * (0.002) 
世帝主年齢 -0.090仲* (0.018) 
世帯人数 0.001 (0.008) 
世帯所得 0.049 **キ (0.015) 
入居年度 0.053 *** (0.016) 
東京都区部 0.166 (0.196) 
大都市 0.167 * (0.098) 
転居ダミー
定数項 3.671 * (1.534) 
住宅価格 -0.037 (0.270) 
住宅の評価 -0.004 (0.007) 
近隣環境の評価 -0.143 *帥 (0.054) 
所得 0.046キ* (0.023) 
世帯人数 0.136 *** (0.037) 
世帯主年齢 0.312 *** (0ω7) 
入居年度 0.222 * (0.089) 
東京都区部 0.466 (0.396) 
大都市 0.531 *** (0.179) 
A 0.33 
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